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知識・技術・技能の伝承支援研究会（SIG-KST）は2007年
に人工知能学会第2種研究会として設立

◦ 従来の工学的研究では扱いづらい課題を対象に、事例の共有と方法
論の議論の場として

◦ 人工知能/知識工学を中心とする諸分野における手法の適用/応用/
統合を指向

◦ 方法論の体系化に向けて、単独開催時の討論および合同研究会で
の身体知研究会（SIG-SKL）との共同企画等を実施

既報[1]では、これまでのSIG-KST活動を通じて得られた知

見をまとめ、知識・技術・技能の伝承支援に関する考察を
行った [1] 古川，知識・技術・技能の伝承支援に関する考察，SIG-KST-2014-01-04．

本発表では、過去の研究講演の分類と分析について述べる
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技能の話題は比較的少ない
製造分野を中心に多様な分野の話題が集まりつつある
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分類に基づいて講演事例を検索
◦ 条件選択によってデータが絞り込まれ、インタラクティブに
データの分布状況を把握しながら俯瞰的に探索できる

Webブラウザで動作
◦ イーグルサーチ[2]を採用

[2]Ryabovら，DB Navigation by an Eagle View User Interface，精密工学会学術講演
論文集，2012秋季大会N81，2002．
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データの入れ替えで
対象とインタフェース
が変更される
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凡例
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選択肢
表示

一覧
表示

タグ 属性

条件を選択していくとデータが絞り込まれ、選択可能
な条件が限定される

例：「分野」の「製造」と「年」の「2010」を選択すると、
111件から7件にデータが絞り込まれる
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選択中の条件に該当するデータの一覧表示が可能

条件を選択せずに一覧表示すると全件表示に
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条件選択後 一覧表示

一覧表示からデータを選択すると、リンク先（該当する
SIG-KST開催回のページ）が表示される
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視覚的な語彙による講演事例の記述
◦ 研究会で議論することで定義・体系化に着手（2012年3月～）
◦ 検索システムで代表的な事例を探索
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子育ての知識を映像等を利用して継続的に蓄積して提示
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ヤスリがけ技能の計測と評価
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記述例を重ねて分析することで、過去の講演の類型
化を試みる

1. 事実の記録と提示：間接的な知識の提示
例：映像記録で間接的に知識を取得（SIG-KST-2013-01-04）

2. 知識の蓄積と提示
例：子育ての知識の蓄積と提示（SIG-KST-2012-03-06）

3. 知識の利用：システム化（自動化）
例：蓄積した設計ルールを自動提示（SIG-KST-2007-02-02）

4. 技能の可視化：間接的な技能の提示
例：ヤスリがけ技能の計測と評価（SIG-KST-2011-03-05）

5. 技能の技術化：明示的な表現への変換
例：配管艤装の技能研修教材作成（SIG-KST-2010-02-01）
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映像を通して知識を間接的に取得するためのシステム
◦ 1．事実の記録と提示：間接的な知識の提示
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設計ルールの知識を記述して蓄積し、設計書作成段階で
提示するシステム： 2007年度研究会優秀賞
◦ 3．知識の利用：システム化（自動化）
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配管艤装の技能研修用教材作成：2010年度研究会優秀賞
◦ 5．技能の技術化：明示的な表現への変換
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現実的には複数の組み合わせが存在する
◦ 2に1が含まれる

◦ 4と5を組み合わせる

◦ 4から3を目指す

1. 事実の記録と提示：間接的な知識の提示

2. 知識の蓄積と提示

3. 知識の利用：システム化（自動化）

4. 技能の可視化：間接的な技能の提示

5. 技能の技術化：明示的な表現への変換
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センサ情報の統合と分析から機械学習へ：2013年度優秀賞
◦ 4．技能の可視化から 5．技能の技術化および 3．知識の利用へ
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SIG-KSTのこれまでの講演内容を分類し分析した
◦ 分類に基づく検索システムを構築

◦ 視覚的な語彙を用いた講演事例の記述

◦ 講演事例の類型化を試みた

本稿での分析を通じて、現在の視覚的な語彙では粒
度が大きい部分とまだ厳密でない部分があることが
わかった
◦ 今後のSIG-KST活動で洗練させていきたい
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